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1. 研究背景 
脳の後天的損傷によって⽣じる失語症で⾒られる語想起困難は、⾔葉が思い出しにく
くなる症状であり、失語症のある⼈々(people with aphasia;PWA)にとって訴えが多く、
円滑なコミュニケーションに必要な正確性と速さを妨げている。事物の名称を答える呼
称は、PWA の⽇常会話における語想起の側⾯を強く反映する(Herbert ら 2008)。呼称
時の誤反応は多様であり、誤反応を抑制できれば正確性が上がると考えられる。誤反応
には、⾔いたい⾔葉とは別の⾔葉が出てしまう語性錯語、⾔葉の⾳を⾔い誤る⾳韻性錯
語・新造語、名称が想起できず迂遠な説明になる迂⾔、断⽚的な⾳の表出、全く⾔葉が
思い出せない無反応などがある。 
呼称は複数の段階からなる⼀連の過程であり、(1)事物の認知、(2)意味の賦活、(3)
名称の想起（語彙選択と⾳韻的符号化）、(4)調⾳の４段階がある。失語症ではレキシカ
ルアクセスが重要であり、(2)と(3)が関係する。Dell や Levelt による単語産出の 2 ⼤
モデルに共通する段階は、意味、語彙、⾳韻である。語彙は、脳内に保持されている単
語⽔準の辞書であり単語の集合体であり、意味的、⾳韻的類似性などをもとにネットワ
ークを形成している。PWA のレキシカルアクセスに焦点を当てて呼称反応を検証する
には、健常者で事物誤認による反応がない画像を⽤いるのが望ましい。 
健 常 者 の 呼 称 に 影 響 す る ⼼ 理 ⾔ 語 学 的 要 因 の 研 究 で は 、 Snodgrass & 
Vanderwald(1980; 以下、S&V)による事物を⽩⿊線画で表した画像と⼼理⾔語学的変数
が様々な⾔語圏で⽤いられている(Snodgrass & Yuditsky, 1996; Barry ら 1997; Ellis & 
Morrison, 1998; Cuetos ら 1999; Bonin ら 2013; Alario ら 2004; Weeks ら 2007; 
Nishimoto ら 2012; Bakhtiar ら 2013)。S&V 版を彩⾊した画像の呼称では、⽩⿊線画に
⽐べ呼称潜時は速くなり、正確性は上がる(Rossion & Pourtois 2004)。対象物の同定に
は形態情報と共に⾊彩情報が重要であり(松川, 2008)、事物の認知処理を円滑に進める
ために PWA の呼称に彩⾊画を⽤いる意義は⾼いが報告はない。 
⼼理⾔語学的要因のうち画像に関する変数には、名称⼀致度 H、イメージ⼀致度、視
覚的複雑度などがあり、単語に関する変数は⼼像性、親密度、頻度、語彙の獲得年齢、
語⻑などがある。健常成⼈では、獲得年齢が早く、名称⼀致度 H、イメージ⼀致度、頻
度が⾼い単語は速く呼称できるという報告はほぼ⼀貫している。しかし、これらの研究
の参加者は⼤学⽣等の若年・⻘年であり、失語症の好発年齢である中⾼年が含まれてい
ない。PWA では、語彙の獲得年齢が早いと正確に呼称できるという報告は海外では⼀
貫しており、その他の変数の影響は報告によって異なる(Nickels & Howard1995; 
Cuetos ら 2002; Kittredge ら 2008;Laganaro ら 2013)。また速さについての影響を⽰す
報告はない。PWA の呼称の誤反応の出現に影響する⼼理⾔語学的変数は海外で⼀致し
た⾒解が得られていない。この原因として、発⽣機序の異なると考えられる誤反応を、
「意味的」「⾳韻的」などの特性に着⽬し統合しており、異なる統合法が影響している
と推察された。 
先⾏研究から、⽇本語⺟語話者で PWA の呼称過程を検討する上で適切な画像や指標
を⽤いた研究はなく、呼称の正確性や速さ、また様々な誤反応の出現に関与する⼼理⾔
語学的要因の検討はなされていない。これらの要因を解明できれば⾔語リハビリテーシ
ョンに応⽤でき、PWA のコミュニケーションの改善につながる。本論⽂の⽬的は、認
知神経⼼理学的⾒地から失語症のある⼈々の呼称過程に影響する⼼理⾔語学的要因に
ついて明らかにすることである。研究１で健常成⼈を対象として呼称の正確性、速さに
関して、研究 2 では研究１の知⾒をもとにして画像を選定し、PWA の呼称の正確性、
速さ、誤反応の出現に関する要因を検討した。 
 
2. 健常成⼈の呼称の正確性と速さを予測する因⼦の検討（研究１） 
(⽬的) ⽇本の⽣活様式や⽂化的側⾯を考慮に⼊れた単語リストと彩⾊画を新たに作成
し、⽇本語⺟語話者における健常成⼈の呼称の正確性と速さに影響する⼼理⾔語学的要
因を検討した。 
(⽅法)対象は視知覚障害や脳⾎管疾患の既往のない、⽇本語を⺟語とした健常成⼈であ
り、18-77 歳の 95 名が参加した。レーヴン⾊彩マトリックス検査の得点が年代別平均
値よりも 1.5 標準偏差以下だった 1 名、個⼈ごとの正確性が 75％以下だった 2 名の計 3
名(60-70 代)を分析から除外した。⽇本⼈に馴染みがある事物を選定し、概念が重複し
ないように 1 名称 1 画像として独⾃の彩⾊画 259 枚を作成した。彩⾊画は解像度 600dpi
でスキャンし、明るさ・⾊相を補正後、600×600pixel の⽩地のキャンバスの中央に配
置し、JPEG 形式で保存した。パーソナルコンピュータ(以下、PC)とマイクを⽤いた。
絵画刺激提⽰時間・順序の統制は DMDX(Foster & Foster,2003)で⾏い、提⽰順序は疑
似ランダムによった。259 語の単語を 130 語と 129 語の 2 リストに分け、1 ⼈の参加者
に 1 リストの呼称課題を⾏った。参加者によっては 2 リスト⾏う者もいた。参加者には、
PC の画⾯に絵が提⽰されたら、できるだけ速やかに、正確に絵の名称を⾳声で答える
よう教⽰した。絵画刺激提⽰時間 3000 ミリ秒以内に表出された⾳声反応を、マイクを
通じて PC に wav 形式で保存した。練習として 5 語の呼称課題を⾏い、その後、本施⾏
を実施した。練習課題⽤の 5 語は分析に含めなかった。⽬標名称と最多正反応数名称の
不⼀致や、若年者(30 歳未満)と中⾼年者(50 歳以上)での正確性の⽐率に有意差があっ
た語を除外し、213 語の呼称の正確性、呼称潜時について分析した。事物の誤認による
⾔語反応を計算から除外し、その事物の名称として妥当な複数の名称のみの出現確率を
計算した H(a)も名称⼀致度として新たに⽤いた。呼称の正確性、呼称潜時を従属変数
に、名称⼀致度 H および H (a)、イメージ⼀致度、典型性、⼼像性、親密度、語彙の獲
得年齢、頻度、モーラ数、⾳韻隣接語数を独⽴変数とした強制投⼊法による重回帰分析
を⾏った。 
(結果)健常成⼈の呼称の正確性を有意に予測する因⼦は名称⼀致度、イメージ⼀致度、
親密度、語彙の獲得年齢、頻度だった。また呼称潜時を有意に予測する因⼦は名称⼀致
度、イメージ⼀致度、⼼像性、語彙の獲得年齢、頻度だった。 
(考察)名称⼀致度 H、イメージ⼀致度が⾼いと正確に速く呼称でき、画像の視覚的認知
が呼称に影響することが⽰された。H(a)が呼称成績に関与しており、１つの事物に対
し複数の名称がある場合は、名称選択する上での競争相⼿が多いため呼称に時間がかか
ると⽰唆された。事物の誤認が無く、イメージ⼀致度、正確性の⾼い画像を⽤いて PWA
の呼称を⾏えば、円滑な視覚認知処理がなされ、レキシカルアクセスに焦点を当てた検
討ができると考えられた。正確かつ速く呼称するには語彙の活性だけではなく意味の活
性が不可⽋であると推測した。 
 
3. 失語症の⼈々の呼称の正確性、速さ、誤反応の出現を予測する因⼦の検討(研究 2) 
(⽬的) ⽇本語⺟語話者で PWA の呼称の正誤、速さ、誤反応の出現に影響する⼼理⾔
語学的要因について検討した。 
(⽅法)脳⾎管疾患、頭部外傷等により失語症があり、視知覚障害や重度の語想起困難を
除外した成⼈を対象とし、43 名が参加に同意した。反応時間計測ミスや中等度発語失
⾏の 3 名を除外し、31-89 歳の 40 名を分析対象とした。失語症重症度の内訳は、標準
失語症検査総合評価法得点 3 点以下 2 名、4~7 点 23 名、8~10 点 15 名だった。研究 1
で事物の誤認による反応を⽣じた画像を除き、健常者正確性 86%以上、イメージ⼀致
度 5.8 以上、名称⼀致度 H (a)0.00~0.48、2~4 モーラの 105 枚を選定した。彩⾊画を
印刷したカード(縦 7.5cm×横 10.5cm)を提⽰し、呼称を求めた。制限時間は 10 秒とし、
ストップウォッチを⽤いて画像提⽰開始から評定する⾔語反応終了までの反応時間
(秒)を⼿動で測定した。記録⽤紙に⾔語反応、反応時間(正反応のみ)を記載した。想定
名称を初発の⾔語反応で答えた場合を正反応、それ以外を誤反応とした。さらに誤反応
を、⽬標語の意味的カテゴリーに属さない語性錯語 A、⽬標語の意味的カテゴリーに属
する語性錯語 B、⾳韻性錯語、新造語、混合性錯語、形式性錯語、無反応、迂⾔、⾳断
⽚、その他に分類した。呼称正反応の出現(2 項：正誤)、正反応の速さ(多項：反応時間
を 3 区分)、各誤反応の出現(多項：語性錯語 A・B、⾳韻性錯語、無反応、迂⾔、⾳断
⽚)を従属変数に、典型性、親密度、⼼像性、語彙の獲得年齢、頻度、⾳韻隣接語数、
モーラ数を独⽴変数とした変数増加法によるロジスティック回帰分析を⾏った。 
(結果)呼称正反応の出現に関する⼆項ロジスティック回帰分析では、親密度に符号の逆
転現象が⽣じる結果となり、多重共線性が疑われた。そのため、以降の全ての分析から
親密度を除外した。正確な呼称には、反応時間が速い場合には⼼像性、頻度、⾳韻隣接
語数が、遅い場合には頻度のみが影響した。誤反応では、語性錯語 A には⼼像性、語
彙の獲得年齢、⾳韻隣接語数が、語性錯語 B は頻度、⾳韻隣接語数、モーラ数が、⾳
韻性錯語は⼼像性、頻度、モーラ数が、無反応は頻度、⾳韻隣接語数が、迂⾔は⼼像性、
頻度が、⾳断⽚は頻度、語彙の獲得年齢、⾳韻隣接語数が影響した。 
(考察) 呼称の正確性と速さには意味と⾳韻的語形の活性化が必要であり、PWA では、
それらに加えて⾳韻的類似性による語彙ネットワークが正確かつ迅速な呼称を補完的
に促進している可能性があった。また意味・語彙・⾳韻の相互活性が⽰唆された。本研
究では語彙の獲得年齢が正確性の要因として上がらなかった理由としては、語彙の獲得
年齢が早い語が多く、天井効果を⽣じたためと考えられた。各誤反応の出現に関与する
⼼理⾔語学的変数が異なり、各誤反応の出現機序の推定がより明確となった。 
 
4. 結語 
本研究は PWA の呼称研究で事物誤認による反応を除外し、イメージ⼀致度の⾼い彩
⾊画を⽤いた初めての報告であり、呼称過程の事物の認知による影響を少なくすること
でレキシカルアクセスの検討が⾏いやすくなったと考えられる。また名称の多様性のみ
を⽰すために新たに設定した名称⼀致度 H(a)の有⽤性は⾼い。⽇本語⺟語話者の PWA
の呼称の正確性と速さには、⼼像性、頻度に加え、⾳韻隣接語数が影響しており、⾳韻
的類似ネットワークを補完的に利⽤しているという新たな知⾒を得られた。また各誤反
応に影響する⼼理⾔語学的変数は異なり、呼称の誤りにどの因⼦が関与しているかを明
確にした。これらの知⾒は、各 PWA の呼称の特徴に応じてどのような⼼理⾔語学的要
因の単語を⽤いて⾔語訓練を⾏うと呼称を改善する可能性があるかを検討できる⼿⽴
てとなり、臨床的意義は⼤きいと考えられた。 
 
